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ぼくが住んでいる町内ではずっと昔から
やっている行事が２つあります。
１つは、２月の節分に豆まきをします。大
人の人たちが、鬼や七福神などに変装して
町内中の家を１軒１軒豆まきをして周りま
す。竹のぼうをたたきながら家に入ってく
る鬼は、小さいころはすごくこわかったで
す。
もう１つは、３月の春分の日にだんごま

きといって、町内のお母さんたちがだんご
を作ってくれます。町内にある公園のお地
蔵様の所にたくさんの子どもたちが来て、
だんごやおかしをもらって帰ります。
こういう行事は、町内の大人の人たちが
受け継いでやってくれているので、ぼくが
大人になってもやっていけるようにみんな
で大事にしていきたいです。

昨今の厳しい経済情勢、郊外大型店舗
の増加、経営者の高齢化、空き店舗などた
くさんの課題の中、私たちは皆様に愛さ
れる商店街を目指した取組みをしていま
す。昨年秋には外国人観光客への対応と
してヒアリング調査を実施。商店街を楽
しく散策でき見やすく使いやすい日英の
二カ国語対応の商店街広域マップや、マ
ップと連動したお店を見やすく探しやす
くしたホームページを開設しました。
今後も商店街、地域の発展のために知
恵を絞り、元気でにぎわいのある商店街
づくり、まちづくりができたらと考えて
います。｢住みやすくにぎわいとやさしさ
があふれるまち」を目指したこの計画に、
市民として大いに期待していますし、積
極的に協力したいと思っています。

私は、商業研究部で中心市街地の活性化や
地元経済の活性化も視野に入れて「まちづく
り研修室SMILE HOUSE山
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」の活動をし
てきました。
高山の歴史を振り返ると、何世代にもわた
り多くの文化を年輪のように蓄積しながら、
人とのつながりがつくられています。私たち
はこのような遺産を継承しつつも、高山らし
い若者の文化を形成しなければ、中心市街地
の再生は難しいように感じています。そのた
めには大学生や研究者、市民が交流できる
｢キャンパスプラザ京都｣のような若者が集
い活動ができる｢学び｣と｢実践｣の場などが
必要だと感じます。
これまでの活動は皆さんの支えのおかげ。
これからも多くの人々と連携を深め創造的
な活動をしていきたいと思っています。

魅力と活気にあふれるまちづくり
中心市街地活性化への取組み特集
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地域の元気が
まちづくりを支える
まちづくりを支えるのは、やっぱり地域の「元気」。住
む人が輝いてこそまちも輝きを増していきます。中心
市街地を活性化させる取組みは、まだ序章です。


